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2016.9.2 東和中学校

2016年度 2学期始業式 全員無事で始まりました!

平成28年2学期始業式での講話

長い夏休みも終わりました。1学期の終業式には、君たちに次の3つのことを意識して夏休みを

過ごすように伝えました。一つ目、「早寝・早起き・朝ごはん」という生活のリズムを崩さないこと、

二つ目、「読書に親しむ」こと、三つ目、「学習習慣を身につける」こと、でした。みなさん、実行で

きたでしょうか。

8月28日に実施した学校美化活動には、暑い中、140名の生徒・保護者・教職員の参加の下

で、校庭や運動場の雑草を抜いたり、木の剪定をしていただいたりして気持ちよく2学期を迎える

準備もできました。ありがとうございました。

さて、今日から2学期です。この2学期は、1年間で最も長い学期で様々な行事があります。ま

ず、校外学習、1年生の自然体験学習、2年生の職場体験学習、3年生では3日間の宿泊研修で

す。さらに、本校のﾒｲﾝｲﾍﾞﾝﾄとも言える文化的行事・合唱ｺﾝｸｰﾙもあります。また、体育的な行

事として持久走大会等々本当にたくさんの行事があります。

これらの行事や授業、部活動等を通して君たちが大人になるために必要な力が身に付いてい

きます。その力は「確かな学力」と言います。それは、「自分で課題を見付け、自ら学び、主体的

に判断し、行動し、よりよく問題を解決する資質や能力」のことを言います。そのために本校では

「学び合いの授業づくり」に取り組んでいます。授業の中にできるだけｸﾞﾙｰﾌﾟ学習を取り入れよう

としています。「ｸﾞﾙｰﾌﾟ学習の約束」は、各教室に掲示することにしますが、

・ますは独（ひと）りで考えよう

・分からなかったら訊（き）こう

・訊（き）かれた応（こた）えてね

・訊かれるまでは教えない

これができる力は、学校を出て社会で生きるために必要な力です。いくらﾃｽﾄで良い点をとって

も社会で生きていけません。そして、この約束を実行できるためにも「学び合いの三つの約束」が

あります。

1 分からないと言うことができる

2 友達の声に耳を傾ける

3 自分の分からないことを追求する

2学期の様々な行事を成功させるためにも、確かな学力を身につけるためにも、「ｸﾞﾙｰﾌﾟ学習

の約束」「学び合いの三つの約束」を常に意識した学校生活を送ってもらいたいと思います。

これをもちまして2学期始業式の挨拶とします。 学校長 東方 美喜夫

※「朝の読書活動」を学校みんなで充実させましょう！ ※「朝の読書活動」を学校みんなで充実させましょう！

9月行事予定

日 曜 学校行事等 生徒会・PTA・給食等

1 木 始業式・学活・火災避難訓練・掃除 10月分献立表配布

2 金 1･2年課題ﾃｽﾄ、3年第4回復習ﾃｽﾄ 選挙管理委員会、

10月分給食申込期間（~6日）､

第3回PTA運営委員会

3 土

4 日 県下剣道優勝大会

5 月 月123456、教育実習開始（～30日)、SC 生徒会専門委員会

6 火 火1234木56、3年生午後カット、1年心臓病精密検査 3年生保護者宿泊研修説明会

7 水 水1234学、いじめなくそうﾃﾞｰ、ALT来校(~20日）

国体(水泳 盛岡市～12日）

8 木 木1234火56、和大生学校観察実習(10名来校）

9 金 金123456

10 土

11 日

12 月 月123456、SC 生徒会役員立候補受付（~13日）

選挙ﾎﾟｽﾀｰ制作（~16日）、

市中P第2回連絡協議会(市役所）

13 火 火123456 笑顔でおはよう運動

10月分給食費振込書配布

14 水 水1234学(合唱ｺﾝｸｰﾙ自由曲決め） 10月分給食費振込期間（~16日）

15 木 木123456

16 金 金123456

17 土

18 日 全国都道府県対抗少年剣道優勝大会

19 月 (敬老の日）

20 火 火123456

21 水 水1234学(2年職場体験電話連絡､3年宿泊研修取組） 11月分給食献立表配布

22 木 (秋分の日）

23 金 金123456 11月給食費申込期間（~29日）

24 土 有田中央高校福祉系列説明会

25 日

26 月 月123456、SC 生徒会選挙運動（~29日）

27 火 火123456

28 水 水1234全集(中体連新人戦壮行会）

29 木 木123456、 (放)生徒会演説会

56限2年職場体験電話連絡、3年宿泊研修取組 ﾘﾊｰｻﾙ

30 金 金1234生徒会(立会演説会・投票・開票）

9月1日(木）、始業式の後で、「防災の日」ということで火災避難訓練を実施しました。災害が起こ

ったとき､落ち着いた判断の下で適切な行動をとることが必要となります。避難開始から5分40秒と

いう速さで、また、落ち着いて真剣に、真面目にこの訓練に生徒全員が取り組むことができました。

東和生の力を見ることができました。


